
令和４年７月６日  

 

 

報道関係各位 

 

公立大学法人岩手県立大学令和３事業年度に係る業務実績報告及び令和３年度決算

（財務諸表等）について 

公立大学法人岩手県立大学（理事長：千葉茂樹、副理事長/学長：鈴木厚人）では、地方独立

行政法人法等の規定に基づき、令和３事業年度の業務実績について自己点検・評価し、「令和３

事業年度に係る業務の実績に関する報告書」及び「令和３年度財務諸表等」としてまとめまし

たので、お知らせします。 

記 

１ 令和３事業年度に係る業務実績報告（別紙１） 

(１) 本法人の第三期中期計画期間（平成 29 年４月～令和５年３月）では、東日本大震災津

波からの復興とその先を見据えた地域の未来づくりに寄与し、地域社会をリードするた

め、「ふるさとの未来を拓き、未来を担う人材を育む学びの府」として、知事から指示さ

れた第三期中期目標に掲げられている「いわて創造人材の育成と地域の未来創造に貢献す

る大学」を目指し、全学一体となって取り組んでいます。 

(２) 今般、令和３事業年度における業務実績について自己点検・評価を行い、報告書を作成

しました。なお、報告書については、７月上旬、本学ウェブページに掲載する予定です。 

(３) 本業務実績の評価については、岩手県地方独立行政法人評価委員会の評価を経て、今秋、

同評価委員会から公表されるものです。 

 

２ 令和３年度決算（別紙２－１、２－２） 

(１) 本法人の令和３年度決算は、地方独立行政法人会計基準等に従って処理し、地方独立行

政法人法の規定に基づき、財務諸表（貸借対照表、損益計算書、利益の処分に関する書類

等）、事業報告書、決算報告書として取りまとめたものであり、監査法人及び法人の監事

により適正であると認められたものです。 

(２) 財務諸表については、県の承認後、年内に県報において公告するとともに、一般の閲覧

に供するものです。 

 

 

 

 

【問合せ先】岩手県立大学事務局            

［１について］企画室長 北島、 担当 伊藤    

TEL：019-694-2005 FAX：019-694-2001 

E-Mail：kikaku@ml.iwate-pu.ac.jp 

［２について］事務局次長兼総務室長 新沼     

TEL：019-694-2036 FAX：019-694-2001 

 

 

〒020-0693 岩手県滝沢市巣子 152-52 https://www.iwate-pu.ac.jp/ 





別紙２－１

○

○

○

○

【主な収益の推移】 (単位：千円)

区　分 H28 H29 H30 R1 R2 R3 (R3－R2)

3,791,575 3,693,065 3,600,421 3,802,992 3,780,907 3,856,403 75,496

1,461,640 1,446,585 1,451,380 1,445,988 1,446,784 1,457,455 10,671

63,051 409,885 285,145 184,925 374,785 408,475 33,690

84,895 66,778 98,675 73,854 39,690 47,523 7,833

※　学生納付金収益は、授業料収益、入学金収益及び検定料収益の合計額です。

※　補助金収益のうち、大規模施設修繕に係る県の補助金は406,169千円です。

○

○

○

【当期総利益の推移】 (単位：千円)

区　分 H28 H29 H30 R1 R2 R3 (R3－R2)

経常費用 5,937,483 5,809,606 5,447,359 5,590,910 5,647,721 5,767,456 119,735

経常収益 5,635,032 5,848,835 5,658,337 5,738,501 5,904,178 6,033,594 129,416

臨時損失 0 454 17 470 567 70 ▲ 497

臨時利益 0 454 317 470 567 70 ▲ 497

633,037 232,527 167,628 162,773 156,696 220,908 64,212

当期総利益 330,587 271,756 378,905 310,365 413,153 487,046 73,893

◎ 　令和３年度は、一定の利益を計上することとなりましたが、18歳人口の減少、地域社会のグローバル化、東日本
大震災からの復興等の環境下で、本学は、永続的に県民等の期待に応えられる大学として健全経営に努め、今
後とも公立大学としての使命を果たしてまいります。

　目的積立金については、大規模施設修繕経費、学内情報システムの一部更新費用などに充てるため、2億
2,000万円余を取崩して充当しました。

■　当期総利益の状況

　これらの結果、当期総利益は4億8,700万円余と前年度と比較し7,300万円余の増となりました。

　この当期総利益は、次年度以降の教育研究の質の向上並びに組織運営及び施設設備の改善に充てるため、
目的積立金に積み立てるよう県と協議しております。

目的積立金取崩

※  地方独立行政法人の損益計算書では、経常費用から経常収益を控除して経常利益を示したあと、臨時損益項目を
  加減 して当期純利益が示され、さらに目的積立金取崩額等を記載して当期総利益が最終行で示されます。

※  本学の当期中期計画において、目的積立金は、教育研究の質の向上並びに組織運営及び施設整備の改善に充てる
　 こととしています。

産学連携等研究収益

令和３年度(第17期事業年度)公立大学法人岩手県立大学決算概要について

地方独立行政法人の損益計算書（運営状況）の表示ルールに従い、その概要をお知らせします。

■　事業の実施に係る費用の状況

　経常費用は、総額57億6,700万円余と前年度と比較し１億1,900万円余の増となりました。

　これは、前年度において職員等のパソコンや視聴覚設備等の更新が完了したことにより一般管理費が減となっ
た一方、学内情報ネットワークの更新費用の増により教育･研究･教育研究支援費が増となったことが主な要因で
あります。

■　費用に対する財源手当の状況

　経常収益は、総額60億3,300万円余と前年度と比較し1億2,900万円余の増となりました。

　これは、設置団体である県からの運営費交付金における退職手当や授業料減免分等の増、補助金等収益にお
ける県からの大規模施設修繕等に係る施設等整備費補助金の増が主な要因であります。

運営費交付金収益

学生納付金収益

補助金収益



                                                                 

                                                                                                                

                                                                 

                                                                 

                                                                 

                                                                 

                                                                 

                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公立大学法人 岩手県立大学 令和３年度決算の概要  令和４年６月３０日 
岩手県立大学 

別紙２－２ 


